
別記様式第６ 鑑定評価書（ 年地価調査）

２　鑑定評価額の決定の理由の要旨
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①－２基準地が共通地点(代表標準地等と同一地点)
である場合の検討

　前年標準価格

　標準地番号 －

円／㎡

円／㎡　　　公示価格

②変動率 年間 半年間％ ％

③

価 変

格 動

形 状

成 況

要
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の

一般的
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地 域

要 因

個別的

要 因

店舗、事務所兼住
宅

中高層の飲食店、雑居ビ
ルが多い駅前の商業地域

吉祥寺100 m

特になし ７．３ｍ市道 吉祥寺駅南方100 m

新型コロナウイルス感染症、ロシア・ウクライナ戦争等による景気不
透明感はあるが、経済活動は再開しており地価は回復基調である。

中高層の飲食店、雑居ビルが多い駅前の商業地域であり、特に地域要
因の変動は認められない。

個別的要因に係る価格形成要因の変動は特にない。

吉祥寺駅南口に近接した中層の店舗ビルが建ち並ぶ繁華性の高い商業地域である。南口バス広場整備計画等があ
るが、当面の間においては現状を維持して推移していくものと予測される。

年 月 日

年 月 日

更地としての鑑定評価

１㎡当たりの価格

(４)鑑定評価日

(５)価格の種類

円／㎡[　　 　年1月]

鑑定評価額

(１)価格時点

(２)実地調査日

(３)鑑定評価の条件

円

年 月 日

円／㎡

正常価格

１ 基本的事項

(６)

路線価又は倍率

倍率種別

倍
路
線
価

(7)試算価格の調整・

　 額の決定の理由　　　
　 検証及び鑑定評価

(6)市場の特性

近隣地域は、中高層の飲食店、雑居ビルが多い駅前の商業地域である。商業地域においては、需要者として収益目的の
投資家等も想定されるため市場性のみならず収益性も重視して価格形成がなされることを鑑みて、本件においては、現
実の不動産取引市場における市場性を反映した実証的、客観的な比準価格と最有効使用の観点から店舗を想定して収益
性を反映した収益価格を相互に関連付け、同一地点の標準地の変動率等も考慮して鑑定評価額を上記の通り決定した。

同一需給圏は、主として多摩地区及び都内主要駅周辺に存する繁華性の高い商業地域である。需要者は、都内及び隣接
県内のビル事業者、投資家等が主体となる。吉祥寺駅の南口に近接する繁華性が高い商業地域であり、複合不動産の取
引が中心のため物件の個別性により取引価格に格差があるため取引の中心となる価格帯の把握は難しいが、同様の物件
で３３０万円／㎡程度である。借地が多く、少ない供給に対して需要が旺盛であり潜在的な需要は強い。

①－１対象基準地の検討
継続　　新規

代表標準地　　標準地

宅地-1

日提出年 月

武蔵野(都) －5 7

開発法　　　　 開発法による価格 円／㎡

の適用

業者名

氏名

基準地番号 提出先 所属分科会名

令和 4

令和 4 7 1

令和 4 7 5

武蔵野(都)　5 － 7 東京都 多摩第１ 不動産鑑定士 浅川　崇

浅川不動産鑑定コンサルティング

令和 4 6 22

令和 4 7 4

武蔵野市吉祥寺南町一丁目２７２８番９内
「吉祥寺南町１－５－５」
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商業
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(100,438)

50 70 0 30 中層店舗地

7 15 105 長方形

商業
(100,438)
防火
高度(最高50m)

中層店舗地 ない

3,400,000

2,900,000

／

／

令和 4 2,640,000

350,000,000 3,330,000

□ □■

3,300,000

武蔵野 5 3

100.9

100.0 100.0

100.0
3,330,000

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

□ □

□ □

■

■

3,230,000

武蔵野 5 3

3,300,000

+3.1 +0.9


